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当院の研究責任者 脳神経外科　山口卓

当院の共同研究者 脳神経外科　須田良孝、高橋和孝、若狭良成、阿部真道

研究等の場所 由利組合総合病院　脳神経外科

本研究の目的・概要 急性脳底動脈閉塞症に対する機械的血栓回収療法を行なった患者における、高齢者と非高齢者で治療成

績や合併症、予後などの相違について比較検討する。

本研究結果を、第40回日本脳神経血管内治療学会総会で発表する予定。

調査データ該当期間 2020年4月1日〜2023年12月31日

研究の方法 対象：

上記期間内に当施設において急性脳底動脈閉塞症に対し機械的血栓回収療法を行なった全症例。

実施計画：

・試験デザイン；症例対照研究

・登録方法；診療録より入力フォーム（Excel）に必要データの入力を行う。

・登録項目；年齢、性別、病前後modified Rankin scale、治療前NIHSS、ASPECTS、発症から病

着、血栓溶解薬投与、穿刺、再開通までの各時間、再開通程度、治療に伴う出血の有無。

・解析方法；対象者の背景情報や治療内容に関して、平均値や有意差等の記述統計量を算出する。

個人情報の取り扱い データ収集ならびに研究結果公表の際には、個人情報を削除し徹底した個人情報保護を行います。

「個人情報の保護に関する法律」及び適用される法令、条例等を遵守します。

本研究の資金源

（利益相反）

本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

お問い合わせ先 電話：0184-27-1200（代表）

　当院では下記の臨床研究を実施しております。

　本研究の研究対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用されることを希望されない場合は、下記の問い合わ

せ先にお問い合わせください。


